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コメント 

 本研究は、中央銀⾏の独⽴性に関する従来の研究に⽐して希
薄になりがちであった透明性に焦点を当て、中央銀⾏の情報が
⺠間主体に理解・信頼される要因は何か、またその理解・信頼
の程度が経済にどのような影響を与えるのかなどに関する知⾒
を確⽴することで、中央銀⾏の最適な情報発信の制度設計を⾏
うものである。 

応募者を中⼼に、研究分担者が各々の⻑所を活かす研究組織
として構成され、理論モデル班、実証・サーベイ班、⾮構造化
データ班、事例研究班における研究⽅法も明確に⽰されており、
また、応募者らによるこれまでの研究活動実績も⾼く評価しう
るものであることから、本研究の成果が期待できる。 

 


